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通勤流動

【6,068人】

通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

十勝医療圏

（北海道）
【計 354,146人】

【170,580人】

釧路医療圏

（北海道）
【計 261,891人】

日高医療圏

（北海道）
【計 81,407人】

北網医療圏

（北海道）
【計 242,732人】

富良野医療圏

（北海道）
【計 47,901人】

上川中部医療圏

（北海道）
【計 411,516人】

【110,715人】

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

二次医療圏

陸別町

上士幌町

士幌町

鹿追町

新得町

清水町

音更町

本別町

池
田
町

浦幌町
芽室町

中札内村
更別村

豊頃町

大樹町

広尾町

幕
別
町

足寄町

【42,452人】

【6,755人】

【5,229人】

【5,876人】

【7,243人】

【10,464人】

【18,300人】

【3,983人】
【3,326人】

【6,407人】

【8,325人】

【26,868人】

【3,732人】

【8,193人】

【6,068人】

【9,072人】

【8,317人】

【2,956人】

資料：地域医療（北海道保健福祉部医療政策課）
H18国民健康保険受療動向調査

地域外への通院移動件数

100≦件＜200
200≦件＜300
300≦件＜500
500≦件

50≦件＜100

地域外への通院移動件数

100≦件＜200
200≦件＜300
300≦件＜500
500≦件

50≦件＜100

札幌

※十勝圏においては、産科・産婦人科の立
地している市町村が帯広市、芽室町（帯広
都市圏）のみであることから、患者は帯広
都市圏へ依存している。

帯広市
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□
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◎

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

医療機関、医療圏と人の流動
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市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【170,580人】
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通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

教育施設の設置数

大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

【○○人】 H17人口

教育機関と通学流動

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満
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市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満 【○○人】H17人口

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％
幕
別
町
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52.4%
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64.5%
68.5%

54.7%

57.3%

46.9%

60.1%

71.9%

【110,715人】

0.7%

0.2%

4.9%

2.7%2.9%

0.8%

0.3%

0.3%

24.3%

1.8%

8.4%

3.2%

1.3%

【170,580人】

資料：北海道広域商圏動向調査報告書（北海道商工観光部、H4.3）

※買回品：高級衣料、呉服･反物･寝具、服飾品･ｱｸｾｻﾘｰ、
靴･鞄、時計･ﾒｶﾞﾈ･ｶﾒﾗ、家庭電気製品、家具･ｲﾝﾃﾘｱ、
書籍･文具、楽器･CD･ｽﾎﾟｰﾂ、贈答品

1.6%

0.2%

0.3%

0.3%

帯広市
▲
●●
●●●
●●●

●

●

●

▲：百貨店（日本百貨店協会）
●：ショッピングセンター
（（社）日本ショッピングセンター協会加盟）

【6,755人】

【5,229人】

【5,876人】

【7,243人】

【10,464人】

【18,300人】

【3,983人】
【3,326人】

【6,407人】

【8,325人】

【26,868人】

【3,732人】

【6,068人】

【9,072人】

【8,317人】

【2,956人】

【42,452人】

【8,193人】

24.4%

31.9%

3.1%

0.3%

商業施設と買物流動（買回品）

十勝地域の現況 ～帯広市を中心とするモノセントリックな地域～ 参考資料１

通学流動は通勤流動より広域
帯広市を中心とするモノセントリックな通学流動帯広市を中心とするモノセントリックな通勤流動

帯広市を中心とするモノセントリックな流動
陸別町は北見市とのつながりが強い

帯広市を中心とするモノセントリックな買物流動
陸別町は北見市とのつながりが強い

１



気仙沼地域の現況 ～気仙沼市中心の地域と大船渡市中心の地域の連携～

通勤流動
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通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

気仙沼市と大船渡市を中心とする通勤流動
県境（気仙沼市－陸前高田市）を越える通勤
流動は小さい

教育機関と通学流動
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気仙沼市

大船渡市

通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

教育施設の設置数

大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

【○○人】 H17人口

気仙沼市と大船渡市を中心とする通学流動
県境を越える通学流動は小さい

商業施設と買物流動（買回品）

【16,516人】

【42,987人】

【6,848人】

【43,331人】

【24,709人】

【66,423人】

【31,402人】

【11,588人】

【18,645人】
【89,316人】

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満 【○○人】H17人口

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

85.7%

17.3%

14.8%

50.9%

67.5%

（旧歌津町）

4.4%

【9,904人】

【125,818人】

▲：百貨店（日本百貨店協会）
●：ショッピングセンター
（（社）日本ショッピングセンター協会加盟）

●●

●

気仙沼市

陸前高田市

大船渡市

本吉町

藤沢町

南三陸町
登米市

一関市

平泉町

住田町

遠野市

釜石市

大槌町

8.1%

【16,516人】

【42,987人】

【6,848人】

【43,331人】

【24,709人】

【66,423人】

【31,402人】

【11,588人】

【18,645人】
【89,316人】

気仙医療圏
（岩手県）

気仙沼医療圏
（宮城県） 市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満
【○○人】H17人口

二次医療圏

医療機関、医療圏と人の流動

登米医療圏
（宮城県）

栗原医療圏
（宮城県）

大崎医療圏
（宮城県）

釜石医療圏
（岩手県）

岩手中部医療圏
（岩手県）

胆江医療圏
（岩手県）

両磐医療圏
（岩手県）

【9,904人】

【計 96,656人】

【計 74,888人】

【125,818人】
気仙沼への救急搬送が

日常的に発生

患者搬送石巻・仙台へ100件/年
・医師は仙台圏に偏在
・石巻赤十字病院に救急車退出路整備
・気仙沼市に３次救急医療機関無し

岩手県側から気仙沼市立病院への
外来患者数約18千人(全外来の5.4%)

県立高田病院一部休診
(整形外科・産婦人科、H19.4～)

のため産科は県立大船渡病院に依存

平成19年に県立大船渡病院の循環器科医
師が不足した際には気仙沼市立病院へ搬送

市役所ヒアリングによる回答

市提供統計資料による事実

気仙沼市立病院

県立大船渡病院

県立高田病院

内,呼吸器,消化器,循環器,小児,外,整形外,脳神経外,産婦人,眼,耳
鼻咽喉,皮膚,泌尿器,リハ,放射線,歯,歯科口腔外

451気仙沼市立病院

内,小児,外,整形外,婦人科,眼,耳鼻咽喉,リハ136岩手県立高田病院

内,呼吸器,消化器,循環器,小児,精神,神経内,外,整形外,脳神経外,
産婦人,眼,耳鼻咽喉,皮膚,泌尿器,リハ,放射線,麻酔

479岩手県立大船渡病院

診療科病床数病院名

内,呼吸器,消化器,循環器,小児,外,整形外,脳神経外,産婦人,眼,耳
鼻咽喉,皮膚,泌尿器,リハ,放射線,歯,歯科口腔外

451気仙沼市立病院

内,小児,外,整形外,婦人科,眼,耳鼻咽喉,リハ136岩手県立高田病院

内,呼吸器,消化器,循環器,小児,精神,神経内,外,整形外,脳神経外,
産婦人,眼,耳鼻咽喉,皮膚,泌尿器,リハ,放射線,麻酔

479岩手県立大船渡病院

診療科病床数病院名

□□

◎□

□

□

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

外来についての人の流動

救急についての人の流動

外来についての人の流動

救急についての人の流動

気仙沼市

陸前高田市

大船渡市

本吉町

藤沢町

南三陸町
登米市

一関市

平泉町

住田町

遠野市

釜石市

大槌町

気仙沼市と大船渡市を中心とする流動
一部は県境を越えて気仙沼市の医療機関を利用
３次救急施設は大船渡市に存在

気仙沼市と大船渡市を中心とする買物流動
陸前高田市は気仙沼市とのつながりが強い

２



銚子地域の現況 ～中心性が明確でない地域～
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【121,139人】

【924,319人】
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教育施設の設置数
大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

教育機関と通学流動

【42,086人】

【16,166人】

【70,643人】

【87,332人】

【75,020人】

【25,981人】

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口二次医療圏

香取海匝医療圏香取海匝医療圏
（千葉県）（千葉県）

印旛山武医療圏印旛山武医療圏
（千葉県）（千葉県）

千葉医療圏千葉医療圏
（千葉県）（千葉県）

出典：平成17年千葉県医療実態調査

千葉県医療実態調査として県内の
全病院を対象に調査票を配布し、
48000サンプルを回収

図中の数字は各医療圏に立地する
医療施設の患者のうち、他の医療
圏から流入してきた患者の割合を
示している。

（例：香取海匝医療圏に立地する
医療施設の患者のうち、14.5％は
茨城県から流入している）

15.9%

13.3%

16.4%

13.0%

茨城県

6.5%

出典：総合病院国保旭中央病院の経営形態等に関する報告書

香取方面

山武方面

例：旭中央病院の患者のうち、
13.3％は銚子市に居住している患
者

旭中央病院の患者流動（着ベース）

5％≦率＜10％
10％≦率＜15％
15％≦率＜20％

旭中央病院の患者流動（着ベース）

5％≦率＜10％
10％≦率＜15％
15％≦率＜20％

１．医療圏間流動

２．旭中央病院の患者流動
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□□

□

□

□□□

□□□

□□□

◎□

□

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

【91,867人】

【64,435人】

【16,950人】

【6,705人】

【40,035人】

鉾田市

【31,524人】

【51,054人】

銚子市
旭市

匝瑳市

匝瑳方面

東庄町

神栖市

多古町

香取市神崎町

潮来市

行方市

鹿嶋市

（茨城県）（茨城県）

稲敷市

河内町

成田市

横芝光町

芝山町

山武市

10.5%

14.5%

患者流入（％）患者流入（％）

医療機関、医療圏と人の流動

【16,166人】

【70,643人】
【75,020人】

【25,981人】

【64,435人】

【6,705人】

【40,035人】

鉾田市
【51,054人】

銚子市
旭市

匝瑳市

東庄町

神栖市

多古町

香取市神崎町

潮来市

行方市

鹿嶋市稲敷市

河内町

成田市

横芝光町

芝山町

山武市

【○○人】H17人口

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％【42,086人】

【16,166人】

23.0%
5.2%

14.8%

13.5%

【70,643人】

【87,332人】

【75,020人】

24.1%

【25,981人】

4.4%

茨城県

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

3.7%

※茨城県の商圏関連調査が入手できないため、
表示の買物流動による生活圏はあくまでも
千葉県内に限ったものである

【51,054人】

●
●

●

●

●●

●

▲：百貨店（日本百貨店協会）
●：ショッピングセンター
（（社）日本ショッピングセンター協会加盟）

【64,435人】
【31,524人】

【91,867人】

【16,950人】

商業施設と買物流動（買回品）

通勤流動

【75,020人】
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8.0%

6.7%

5.9%18.8%

11.9%
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28.9%

【91,867人】

【51,054人】

【40,035人】

【16,166人】

【87,332人】

【42,086人】
【70,643人】

【6,705人】

【16,950人】

【31,524人】

【64,435人】

【121,139人】

【262,603人】

【25,981人】

成田市

通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

通勤流動の行き先に中心性が明確でない
神栖市、鹿嶋市、成田市への通勤流動が比
較的大きい

通学流動の行き先に中心性が明確でない
銚子市、鹿嶋市、成田市、千葉市への通
学流動が比較的大きい

旭市を中心とする流動
県境を越えて旭市に向かう流動もある

買物流動の行き先に中心性が明確でない

３



相模原・町田地域の現況 ～都心周辺部において一定の中心性を有する地域～
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大107,短42 ,専2､高326

大24,短7,高96 【3,579,628人】

9.0%

11.5%

5.7%
5.3%

6.5%

【560,012人】

【128,174人】【221,220人】

【42,045人】

【○○人】 H17人口

通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

教育施設の設置数

大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

教育機関と通学流動

横浜市
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【701,630人】
【405,534人】

【3,579,628人】

【128,174人】

【42,045人】

通勤流動

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

東京都特別区部を中心とする通学流動
相模原市、町田市を中心とする通学流動もある

横浜市

東京都特別区部と横浜市を中心とする通勤流動
相模原市を中心とする通勤流動もある

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

二次医療圏

川崎北部医療圏川崎北部医療圏
川崎南部医療圏川崎南部医療圏
（神奈川県）（神奈川県）

横浜北部医療圏横浜北部医療圏
横浜西部医療圏横浜西部医療圏
横浜南部医療圏横浜南部医療圏
（神奈川県）（神奈川県）

横須賀・三浦医療圏横須賀・三浦医療圏
（神奈川県）（神奈川県）

県央医療圏県央医療圏
（神奈川県）（神奈川県）

湘南西部医療圏湘南西部医療圏
（神奈川県）（神奈川県）

湘南東部医療圏湘南東部医療圏
（神奈川県）（神奈川県）

相模原医療圏相模原医療圏
（神奈川県）（神奈川県）

県西医療圏県西医療圏
（神奈川県）（神奈川県）

西多摩医療圏西多摩医療圏
（東京都）（東京都）

北多摩西部医療北多摩西部医療
圏圏

（東京都）（東京都）

南多摩医療圏南多摩医療圏
（東京都）（東京都）

北多摩南部医療北多摩南部医療
圏圏

（東京都）（東京都）

医療機関、医療圏と人の流動

◎
□14

□□□
□□□

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

【701,630人】
相模原市 町田市

【405,534人】

【8,489,653人】
特別区部

横浜市
【3,579,628人】

商業施設と買物流動（買回品）

【○○人】H17人口

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

▲：百貨店（日本百貨店協会）
●：ショッピングセンター

（（社）日本ショッピングセンター協会加盟）

ＰＴ調査等により、作成した買物流動ＰＴ調査等により、作成した買物流動

相模原市

町田市

大和市
座間市

綾瀬市

海老名市
厚木市

伊勢原市

清川村

愛川町

八王子市

横浜市

川崎市

日野市

多摩市
稲城市

調布市

狛江市

府中市

三鷹市

小金井市

国立市

立川市
国分寺市

小平市

武蔵野市

西東京市

東久留米市東村山市
東大和市

武蔵村山市

昭島市

瑞穂町

福生市

羽村市

あきるの市

日の出町

檜原村

特別区部

上野原市

相互に依存

川崎にも依存

特別区にも依存

多摩市にも依存
八王子にも依存

▲
●13

▲2
●9

【701,630人】

【405,534人】

【560,012人】

【8,489,653人】

【3,579,628人】

買物流動の行き先は様々

４

相模原市、町田市は都県が異なるため、別の医療圏に所属



長岡地域の現況 ～隣接都市とのつながりを有する長岡市中心の地域～
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市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

通勤流動

0 10 20 30 40km

大9 ,短5,高32

高3

高4

大1､高3

高1

大3 ､専1､高14

高2

高1

大2 ､高5

高5 大1 ､高4

高2

短1

27.7%

44.8%
17.9%

25.3%

27.8%

14.2%

9.0%

60.8%

18.2%

25.3%
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7.1%
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【39,956人】

【42,668人】【5,338人】

【5,233人】

【104,749人】

【31,482人】

【83,269人】【 8,545人】

【4,806人】

【94,648人】

【43,555人】

【62,058人】

【６３，３２９人】

【13,363人】

【813,847人】
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燕市

弥彦村
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長岡市
刈羽村

柏崎市 小千谷市

川口町

新潟市
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【283,224人】

【39,956人】

【42,668人】【5,338人】

【5,233人】

【104,749人】

【31,482人】

【83,269人】【 8,545人】

【4,806人】

【94,648人】

【43,555人】

【62,058人】

【６３，３２９人】

【13,363人】

【813,847人】

田上市

加茂市

三条市

燕市

弥彦村

見附市出雲崎町

長岡市
刈羽村

柏崎市 小千谷市

川口町

新潟市

通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

教育施設の設置数

大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

教育機関と通学流動

長岡市を中心とする通学流動
長岡市周辺の地域は新潟市、
三条市、柏崎市とのつながりも強い

長岡市を中心とする通勤流動
長岡市周辺の地域は三条市、柏崎市とのつながりも強い

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

二次医療圏

中越医療圏

佐渡医療圏

上越医療圏 魚沼医療圏

県央医療圏

新潟医療圏

【計388,016人】
【計284,076人】

【計234,563人】

【283,224人】

【39,956人】
【5,233人】

【5,338人】

【42,668人】

【94,648人】

【208,082人】

【83,269人】

【104,749人】

【31,482人】

【813,847人】

【56,962人】

【47,043人】

【8,545人】 【13,363人】

【43,555人】

【63,329人】

【62,058人】

【4,806人】

【11,719人】

【8,713人】

【37,831人】

長岡市の医療機関にも依存

医療についての人の流動に関する
コメントは自治体関係者へのヒアリ
ングより作成

産科等は長岡市の医療機関にも依存

◎□□
□□□

□□

□

□□□□

□
□□

□□□

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

医療機関、医療圏と人の流動

長岡市

出雲崎町 見附市

小千谷市

刈羽村

柏崎市

三条市

加茂市
燕市

新潟市

【283,224人】

【39,956人】
【5,233人】

【5,338人】

【42,668人】

【94,648人】

【208,082人】

【83,269人】

【104,749人】

【31,482人】

【813,847人】

【56,962人】

【47,043人】

【8,545人】

【13,363人】

【43,555人】

【63,329人】

【62,058人】

【4,806人】

【11,719人】

【8,713人】

【37,831人】

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

5.4%6.7%5.0%

25.9%

19.3%

6.4%

46.0%
12.2%

12.1% 68.3%

44.1%

10.6%
7.8%

55.5%

23.0%

13.7%

23.0%

7.6%

7.7%

36.6%
45.5%28.7%

5.0%

7.2%

35.3%

46.2%

42.2%

50.8%

12.3%

18.8%

21.1%
9.1%

19.5%

11.0%

14.0%

36.2%

21.1%

18.4%

57.2%

商業施設と買物流動（買回品）

●

●●● ●

●●

●●

▲：百貨店（日本百貨店協会）
●：ショッピングセンター
（（社）日本ショッピングセンター協会加盟）

買物流動について、５％未満は省略

長岡市

新潟市

▲●●●●

●●●●●

▲：３
●：１７

長岡市を中心とする流動

長岡市を中心とする買物流動
新潟市とのつながりも強い

５



高山地域の現況 ～合併で広域化した行政区域に広大な中山間地域を抱える地域～

飛騨市
【28,902人】

下呂市
【38,494人】

【96,231人】

白川村
【1,983人】

飛騨医療圏

（岐阜県）

富山医療圏

（富山県）

砺波医療圏

（富山県）

石川中央医療圏

（石川県）

松本保健医療圏

（長野県）

木曽保健医療圏

（長野県）
中濃医療圏

（岐阜県）

東濃医療圏

（岐阜県）

奥越医療圏

（福井県）

【計 165,610人】

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

二次医療圏

南砺市の医療機関にも依存

南砺市

高山市◎□□

□

□□

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

医療機関、医療圏と人の流動

医療についての人の流動に関する
コメントはインターネットアンケート
より作成

教育機関と通学流動
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高1

高3､短1

35.9%

5.4%

14.8%

5.4%

【28,902人】

【96,231人】

【38,494人】

通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

教育施設の設置数

大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

【○○人】 H17人口

【1,983人】

【52,133人】

38.0％

31.1％ その他（富

山市等）に依存

18.3％
9.6％

59.5％高山市に依存

8.5％ その他

（富山市等）に依存

・下呂市は、「平成19年 岐阜県消
費者購買動向調査」の結果を用い
ました。

・飛騨市、高山市については上記
の資料では飛騨地区としてまとめら
れている為、今回実施したインター
ネットアンケート調査の結果を用い
ました。

・白川村はサンプル数が少ないた
めに対象外としました。

インターネットアンケート調査の

結果より、作成した買物流動

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

【96,231人】

【28,902人】

【1,983人】

【38,494人】

▲：百貨店（日本百貨店協会）
●：ショッピングセンター
（（社）日本ショッピングセンター協会加盟）

商業施設と買物流動（買回品）

高山市

飛騨市
白川村

下呂市

関市

13.2％

美濃加茂市

中津川市

0 10 20 30 40km

20.9%

【28,902人】

【96,231人】

【38,494人】

【1,983人】

通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

通勤流動

市町村を越える通勤流動は小さい 高山市を中心とする通学流動

高山市に３次救急施設が存在
白川村は南砺市とのつながりがある

高山市を中心とする買物流動
富山市等とのつながりがある

６



橿原地域の現況 ～大都市と中山間地とのつながりを併せ持つ地域～

【802人】

【124,728人】

【33,029人】

【6,343人】

【9,984人】

【61,130人】

【20,070人】

【32,810人】

【32,273人】

【34,985人】

【7,914人】

【計 228,586人】

【計 380,851人】

【計 370,102人】

【70,800人】

【計 351,929人】

【計 89,842人】

【370,102人】【113,686人】

【71,152人】

【91,672人】

【37,183人】
【70,998人】

【4,595人】

【2,193人】

【2,366人】

【2,608人】

【2,045人】

【743人】

【1,800人】

【1,076人】

【7,737人】
【37,375人】

【20,286人】

【23,062人】
【27,816人】

【8,257人】
【9,174人】

【7,764人】【19,446人】

【22,751人】

【24,953人】
東和保健医療圏における小児科・産科は橿原市の医療機関にも依存

南和保健医療圏における小児科・産科は橿原市の医療機関にも依存

奈良保健医療圏における小児科は橿原市の医療機関にも依存

大阪府における小児科は
橿原市の医療機関にも依存

※橿原市休日夜間応急診療所で

は、奈良県立医大より小児科

医を派遣、休日、夜間の小児

科診療に対応している

※奈良県南部における産科の夜

間、休日の救急は輪番制を構

築したものの、空白日が週４日

ある

大阪府

西和保健医療圏における小児科は橿原市の医療機関にも依存
奈良保健医療圏

東和保健医療圏

南和保療圏

中和保健医療圏

西和保健医療圏

◎ □□

□□

□□

□
□

医療機関、医療圏と人の流動

橿原市

□□□

奈良市

葛城市

御所市

桜井市

大淀町 吉野町

【○○人】H17人口

二次医療圏◎：３次救急施設
□：２次救急施設

医療についての人の流動に関する
コメントは自治体関係者へのヒアリ
ングより作成

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満
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6.5%

【70,800人】
【61,130人】

【32,273人】 【7,914人】【70,800人】

【9,984人】

【20,070人】

【124,728人】

【37,183人】
【70,998人】

【370,102人】

【37,375人】

【2,628,811人】
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【32,273人】 【7,914人】【70,800人】

【9,984人】

【20,070人】

【124,728人】

【37,183人】
【70,998人】

【370,102人】

【37,375人】

【2,628,811人】
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5.6%

9.4%

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

通勤流動
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9.0% 9.9%
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11.4%
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8.8%

11.0%
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12.7%

10.4%
11.1%

9.3%
9.0% 8.1%
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8.4%

5.6%
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5.3%

【70,800人】

【61,130人】

【32,273人】

【34,985人】

【7,914人】 【70,800人】

【9,984人】

【20,070人】

【124,728人】
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高3 高1

高1

高1
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6.6%

高4

7.9%
大1,短1､高4

【37,183人】
【70,998人】

【370,102人】

【37,375人】

【2,628,811人】

高5

高3

大1､短1､高2

大7､短1､高16

大14､短10､高100
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【20,070人】
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【70,998人】

【370,102人】

【37,375人】
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大14､短10､高100
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11.5%

8.5%

9.9%

5.0%

5.2%

9.0%

7.8%

通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

【○○人】 H17人口

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

教育施設の設置数

大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

【○○人】 H17人口

通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

教育機関と通学流動

大阪市、奈良市を中心と
する通学流動は大きい
橿原市周辺からは橿原市
中心の通学流動もある

大阪市を中心とする通勤流動は大きい
橿原市周辺からは橿原市中心の通勤流動もある

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

資料：奈良県消費動向調査（平成16
年度）
高取町・明日香村、曽爾村・御杖村、
吉野村・東吉野村、黒滝村・天川村、
下北山村・上北山村・川上村は、2ま
たは3の団体の合計値

買回り品＝
下着・肌着、服飾雑貨・アクセサリー、
紳士服（普段着）、紳士服（おしゃれ
着）、婦人服（普段着）、婦人服（お
しゃれ着）、子供服・ベビー服、呉服、
靴・はき物、家電製品、家具・インテ
リア、スポーツ用品、CD・楽器、メガ
ネ・貴金属、玩具・ゲーム、贈答品

明日香村

高取町

26.0%

55.0%

6.0%

10.5%

30.4%

大淀町

28.4%

26.2%
吉野町

下市町

7.3%
17.7%

11.3%

17.6%

6.5%

15.3%13.6%

桜井市

51.1%

14.5%

13.1%

8.9%

5.3%

17.1%

19.0%

19.1%
6.1%

8.6%

6.4%

葛城市
7.5%

25.6%

5.2%

7.4%
御所市

10.3%

16.3%

14.1%
田原本町

広陵町

7.3%

10.9%
8.3%

16.3%

6.3%

24.5%

11.1% 4.7%1.1%

3.2%

1.6%

奈良市

橿原市

十津川村

▲：百貨店（日本百貨店協会加盟）
●：ショッピングセンター

（2007/12：（社）日本ショッピングセンター協会）

商業施設と買物流動（買回品）

▲
●●

●

●●●

橿原市を中心とする買物流動
奈良県南部と橿原市のつながりが強い

７

橿原市を中心とする流動
県境を越えて橿原市に向かう流動もある



舞鶴・京丹後・宮津地域の現況 ～生活機能によって中心が異なる地域～

通勤流動

6.6%

13.0%

6.1%

13.6%

7.5%

15.0%
13.5%

8.5%

【37,755人】【81,977人】

【91,733人】

【62,723人】

【2,718人】

【21,512人】
【24,906人】

【11,630人】
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【11,630人】
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通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

二次医療圏

舞鶴・京丹後・宮津地域の５市町のうち、４市町で丹後医療圏を形
成しているが、舞鶴市のみが別の医療圏（中丹医療圏）に属している。

医療についての人の流動に関する
コメントは自治体関係者へのヒアリ
ングより作成

特に周産期医療

舞鶴市内の病院の入院患
者の14％が丹後地域から

特にがん治療、小児外科、精神科、周産期
医療、糖尿病透析

小浜市

おおい町

高浜町

【37,755人】【81,977人】

【2,718人】

【24,906人】

【91,733人】

【21,512人】

【62,723人】

丹後医療圏
（京都府）

但馬医療圏
（兵庫県）

丹波医療圏
（兵庫県）

中丹医療圏
（京都府）

嶺南医療圏
（福井県）

南丹医療圏
（京都府）

京都・乙訓医療圏
（京都府）

湖西医療圏
（滋賀県）

【計 111,859人】

【計 211,465人】

宮津市

舞鶴市

□□□

□□□

□□□

□□

□

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

医療機関、医療圏と人の流動

豊岡病院（三次
医療機関）の外
来者、入院患者
の１割弱が京丹
後市から

特にがん治療、糖尿病透析

舞鶴市内の病院の入院患
者の１割が福井県から

教育機関と通学流動

高1

高5

高1

高3

専1 ,高4

大1､ 短1､高8
高2
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21.4%
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6.3%
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通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

教育施設の設置数

大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

【○○人】 H17人口通勤流動の行き先に中心性が明確でない
舞鶴市、福知山市、綾部市、宮津市への通勤
流動が比較的大きい

福知山市、宮津市を中心とする通学流動

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

H17センサスによる家事・買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

H17センサスによる家事・買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

45.8％

19.1％

16.1％

16.1％

3.8％

2.2％

1.3％

2.1％

1.2％

2.7％

1.5％

1.6％

1.3％

2.4％

【37,755人】【81,977人】

【2,718人】

【24,906人】

【91,733人】

【21,512人】

【62,723人】

商業施設と買物流動（買回品）

●●

●●

●●

●

▲：百貨店（日本百貨店協会）
●：ショッピングセンター

（（社）日本ショッピングセンター協会加盟）舞鶴市、与謝野町を中心とする流動

８

診療科で分かれる舞鶴市、福知山市、豊岡市を中心とする流動



松江・米子地域の現況 ～松江市、米子市と２つの中心を持つ地域～

通勤流動

0 10 20 30 40km

6.1%

6.4%
11.0%

12.5%

44.4%

9.4%

7.4%

6.4%

6.4%

6.4%

6.4%

9.2%

13.0%

6.4%

6.4%

6.4%

5.5% 5.9%

6.2%

5.7%

40.4%

【36,459人】

【3,073人】

【18,897人】

【12,070人】

【12,343人】

【6,112人】

【4,185人】

【196,603人】

【43,839人】【14,193人】

【15,812人】

【44,403人】

【149,584人】

【27,444人】
【146,307人】

米子市

松江市
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松江市

通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

教育機関と通学流動
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通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

教育施設の設置数
大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

【○○人】 H17人口

松江市と米子市を中心とする通学流動
中間に位置する安来市からは両市への通学流動がある
日南町から奥出雲町への県境を越えた通学流動もある

松江市と米子市を中心とする通勤流動
中間に位置する安来市からは両市への通勤流動がある

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

二次医療圏

【149,575人】

【36,446人】

【3,073人】

【18,884人】

【12,071人】

【12,343人】

【6,113人】

【4,182人】

【3,642人】

【196,603人】

【146,224人】

【43,834人】

【44,407人】

【14,193人】

【15,813人】

【27,443人】

松江医療圏

（島根県）

出雲医療圏

（島根県）

大田医療圏

（島根県）

西部医療圏

（鳥取県）
中部医療圏

（鳥取県）

雲南医療圏

（島根県）

備北医療圏

（広島県）

真庭医療圏

（岡山県）

高梁・阿新医療圏

（岡山県）

【計246,329人】
【計254,630人】

【計173,667人】

【計66,199人】

6.5%

8.0%

14.8%

14.8%

16.1%

6.6%

米子市の医療
機関にも依存

米子市の医療
機関にも依存

◎
□□□□□

□□

□

□

□

◎
□□□□□

□

□

□□

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

医療機関、医療圏と人の流動

島根県患者調査（H17）より
自治体等ヒアリング結果より

＊ 資料：鳥取県消費者購買トレンドリサーチ事業報告書（H16）、平成19年度商勢圏実態調査（お買物調査）
島根県は衣料品・身回品における流動、鳥取県は衣料品・身回品の代表として「靴・カバン・バッグ」における流動とした

20.6%
（東伯郡）

14.4%

73.8%
（西伯郡）

88.2%
（日野郡）

65.0%
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23.6%
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31.9%

42.6%

市町村の人口規模
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【○○人】H17人口

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％
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●●

●

▲：百貨店（日本百貨店協会加盟）
●：ショッピングセンター
（2007/12：（社）日本ショッピングセンター協会）

▲▲●
●●●

【149,575人】

商業施設と買物流動（買回品）

16.1%

38.4%

松江市と米子市を中心とする流動
安来市等から県境を越えて米子市に向かう流動もある

松江市と米子市を中心とする買物流動
中間に位置する安来市や東出雲町からは両市への買物流動がある
松江市から米子市への買物流動もある
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四万十地域の現況 ～四万十市、宿毛市の２つの中心を持ち隣接都市と連携する地域～
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四万十市 通勤率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

通勤流動
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三原村
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黒潮町

須崎市

津野町

宿毛市

通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

16.5%

【○○人】 H17人口

教育施設の設置数

大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

教育機関と通学流動

四万十市と宿毛市を中心とする通勤流動
通勤流動のまとまりが独立して存在

四万十市と宿毛市を中心とする通学流動
通学流動のまとまりが独立して存在

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

二次医療圏

【37,917人】

【20,527人】

【13,437人】

【4,690人】

【26,636人】

【24,397人】

【1,808人】

【6,437人】

【17,281人】

高幡医療圏
（高知県）

幡多医療圏
（高知県）

宇和島医療圏
（愛媛県）

八幡浜・大洲医療圏
（愛媛県）

【計 76,880人】

医療についての人の流動に関する
コメントは自治体関係者へのヒアリ
ング等より作成

旧西土佐村は県境をまたぎ
宇和島市や鬼北町の医療

機関にも依存

愛南町は県境をまたぎ
宿毛市の医療機関にも

依存

土佐清水市は産婦人科
がなく、出産は宿毛市・
四万十市の医療機関に

依存

幡多けんみん病院が、救
急医療など地域の中核医
療施設となっている。

大月町は総合病院が
なく、宿毛市の医療
機関に依存（定期路
線バスも町で運行）

□

□□

□□

□

□□

□

□

◎
□□
□□
□□

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

医療機関、医療圏と人の流動

７.８％

６９.１％

１８.７％

５０.０％

２４.７％

５４.２％

１５.７％

１.７％

４７.５％

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【37,917人】

【20,527人】

【13,437人】

【4,690人】

【26,636人】

【24,397人】

【1,808人】

【6,437人】

【17,281人】

７.８％

６９.１％

１.０％

１８.７％

５０.０％

２４.７％

５４.２％

１５.７％

１.７％

４７.５％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動（Ｈ１７高知県調査）
（紳士服・婦人服、靴・カバン）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

買回品による買物流動（Ｈ１７高知県調査）
（紳士服・婦人服、靴・カバン）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

１％≦率＜5％

※愛媛県側について

は、データなし

県境を越えた買い物（衣料・日用
品）についての流動は自治体や地
域関係者のヒアリング等より作成

【○○人】H17人口

▲：百貨店（日本百貨店協会）
●：ショッピングセンター
（（社）日本ショッピングセンター協会加盟）

●●

●●

●

商業施設と買物流動（買回品）

四万十市と宿毛市を中心とする流動
旧西土佐村（四万十市北部）は宇和島市、
鬼北町とのつながりが強い

四万十市と宿毛市を中心とする流動
県境を越えたつながりもある
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阿蘇・竹田地域の現況 ～熊本市、大分市にそれぞれつながる２つの地域の連携～

大分中部医療圏

（大分県）

宮崎県北部医療圏

（宮崎県）

熊本医療圏

（熊本県）

上益城医療圏

（熊本県）

菊池医療圏

（熊本県） 大分南部医療圏

（大分県）

大分西部医療圏

（大分県）

鹿本医療圏

（熊本県）

八女・筑後医療圏

（福岡県）

宇城医療圏

（熊本県）

阿蘇医療圏

（熊本県）

豊肥医療圏

（大分県）

八代医療圏

（熊本県）

【669,603人】

【8,621人】
【4,687人】

【35,386人】

【126,959人】

【41,548人】

【26,534人】

【14,778人】

【7,081人】

【12,254人】

【51,862人】

【29,107人】【51,647人】

【32,434人】
【6,352人】

【32,782人】

【29,636人】

【1,708人】

【43,352人】

【21,456人】

【11,108人】

竹田から阿蘇側の病院に年間
何件か救急車で運ばれている

緊急時に阿蘇から竹田医師
会病院に運ばれることがある

内々
83％

内々
83％

17％ 2％

2％

2％

6％

内々
88％
内々
88％

阿蘇市
竹田市 豊後大野市

大分市
【462,317人】

熊本市

□□□

□

□

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】H17人口

二次医療圏

◎：３次救急施設
□：２次救急施設

阿蘇市住民アンケート調査（通院目的：２３人の内訳）

竹田市住民アンケート調査（通院目的：４９人の内訳）

ヒアリング結果より

医療についての人の流動

阿蘇市住民アンケート調査（通院目的：２３人の内訳）

竹田市住民アンケート調査（通院目的：４９人の内訳）

ヒアリング結果より

医療についての人の流動

医療機関、医療圏と人の流動

買回品による買物流動

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率
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商業施設と買物流動（買回品）

▲：百貨店（日本百貨店協会）
●：ショッピングセンター
（（社）日本ショッピングセンター協会加盟）
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通勤流動
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【○○人】 H17人口

市町村の人口規模
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教育施設の設置数
大：大学（(財)文教協会 「全国大学一覧」（平成17年））
短：短期大学（文部科学省提供資料（平成20年2月））
専：高等専門学校：（独）国立高等専門学校機構HP（平成20年）
高：高等学校（統計で見る市町村のすがた,2008）
数字は各施設の設置数

通学率（５％以上）

5％≦率＜10％
10％≦率＜20％
20％≦率＜30％
30％≦率

市町村の人口規模

１０万人以上

５万人以上～１０万人未満

５万人未満

【○○人】 H17人口

教育機関と通学流動

市町村を越える通勤流動は小さい 熊本市を中心とする通学流動は大きい
阿蘇市周辺からは阿蘇市への通学流動もある

県境を越えた阿蘇市と竹田市のつながりがある 熊本市、大分市を中心とする買物流動は大きい
阿蘇市周辺からは阿蘇市への買物流動もある
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